
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
20
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〟
を
問
う
！
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問　
本
市
の
「
ふ
る
さ
と
創
生

移
住
定
住
促
進
補
助
制
度
」

に
つ
い
て
、
市
街
地
も
含
め

た
補
助
対
象
地
域
を
拡
大
で

き
な
い
か
。

答　
こ
の
制
度
は
、
基
本
的

に
中
山
間
地
域
の
人
口
減
少

対
策
や
地
域
の
活
性
化
に
重

点
を
置
い
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
空
き
家
対

策
と
し
て
、
中
古
住
宅
の
取

得
と
増
改
築
へ
の
補
助
に
つ

い
て
は
対
象
地
域
を
市
内
全

域
に
拡
大
す
る
な
ど
、
よ
り

効
果
的
な
制
度
と
な
る
よ
う

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
人
口
動
向
や
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
効
果
的
な
取

組
を
推
進
す
る
。

問　
若
い
世
代
が
安
心
し
て

定
住
に
つ
な
げ
ら
れ
る
支
援

策
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
検

討
す
る
考
え
か
。

答　
就
労
マ
ッ
チ
ン
グ
や
創

業
支
援
、
農
林
水
産
業
の
生

産
性
向
上
等
に
対
す
る
支
援

等
を
通
じ
て
担
い
手
の
育

成
・
確
保
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
支
援
の
充
実
や
、
空
き
家
・

空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く

り
等
の
推
進
な
ど
、
引
き
続

き
積
極
的
な
取
組
を
推
進
す

る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
本
市
の
保
有
す
る
市
営

住
宅
の
活
用
可
能
な
空
き
家

戸
数
お
よ
び
過
去
５
年
間
の

空
き
家
の
推
移
は
。
中
山
間

地
域
に
お
い
て
利
用
可
能
な

空
き
家
の
固
定
化
が
地
域
維

持
・
再
生
の
足
枷
に
な
っ
て

い
る
現
状
を
ど
う
認
識
す
る

か
。

答　
現
在
入
居
可
能
な
戸
数

は
３
８
５
６
戸
、
空
き
家
数

は
１
０
０
６
戸
。
空
き
家
率

は
令
和
３
年
の
約
21
％
か
ら

現
在
は
約
26
％
へ
上
昇
し
て

い
る
。
単
身
入
居
者
の
年
齢

制
限
の
緩
和
等
、
空
き
家
解

消
に
取
り
組
ん
で
お
り
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

問
　
横
川
・
溝
辺
地
区
は
空

き
家
率
が
40
％
を
超
え
て
い

る
。
実
態
に
合
わ
な
い
入
居

制
限
や
、
民
間
相
場
と
の
逆

転
現
象
が
入
居
を
阻
害
し
て

い
な
い
か
。
空
き
家
を
負
の

遺
産
か
ら
、
地
域
の
資
源
へ

再
定
義
す
べ
く
、
部
局
横
断

連
携
し
た
新
た
な
市
営
住
宅

施
策
の
確
立
は
ど
う
か
。

答　
法
の
制
約
は
あ
る
が
家

賃
逆
転
等
の
課
題
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
法
の
範
囲

内
で
の
対
応
や
目
的
外
使
用

の
活
用
を
図
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
市
営
住
宅
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
安
全
灯
の
設
置
基
準
お

よ
び
必
要
性
が
あ
る
道
路
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
手

順
で
行
っ
て
い
る
か
。

答　
「
安
全
灯
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
防
犯
対
策
を
目
的
と
し

て
、
市
が
設
置
し
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
学

校
や
地
域
等
と
連
携
し
、
生

徒
が
安
全
に
通
学
で
き
る
環

境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

屋
外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
命
を
守
る

政
策
を

問
　
屋
外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ(
自
動

体
外
式
除
細
動
器
)
の
現
状

と
今
後
の
取
組
は
ど
う
か
。

答　
市
が
設
置
し
て
い
る
屋

外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
令
和
６
年

度
に
城
山
公
園
へ
１
か
所
設

置
し
た
。屋
外
へ
の
設
置
は
、

防
水
・
防
犯
対
策
を
施
し
た

専
用
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
に
な

る
。
公
共
施
設
の
改
修
の
場

合
、
検
討
が
必
要
と
思
う
が

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。
屋
外
に
設
置
し
た
方
が

よ
り
市
民
の
安
心
安
全
に
つ

な
が
る
場
合
に
は
、
屋
外
型

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
・
公
園

に
お
け
る
管
理
状
況

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
農
地
中
間
管
理
機
構
の

バ
ン
ク
法
へ
の
移
行
や
地
域

計
画
の
進
捗
は
ど
う
か
。
ま

た
、
農
地
の
集
積
に
向
け
た

取
組
は
ど
う
か
。

答　
バ
ン
ク
法
に
基
づ
く
賃

貸
契
約
は
令
和
７
年
度
中
に

７
２
７
筆
、
約
１
５
１
㌶
で

再
設
定
は
筆
数
で
約
44
％
。

農
地
の
集
積
に
よ
る
新
規
の

契
約
も
増
え
て
い
る
。
耕
作

放
棄
地
が
増
え
な
い
よ
う
再

設
定
に
向
け
て
周
知
し
て
い

く
。
ま
た
、
圃
場
整
備
に
つ

い
て
は
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
部

分
も
あ
る
が
、
行
政
が
旗
振

り
役
と
な
り
農
林
水
産
部
の

課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

鳥
獣
被
害
軽
減
の
た
め
に

技
術
継
承
と
捕
獲
支
援
を

問　
捕
獲
隊
の
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
新
し
い
隊
員
に
向

け
た
研
修
や
捕
獲
に
か
か
る

負
担
軽
減
や
報
償
費
の
増
額

に
向
け
た
取
組
を
進
め
ら
れ

な
い
か
。

答　
捕
獲
隊
員
２
４
５
名
の

う
ち
、
70
代
以
上
が
１
２
２

名
で
、
年
齢
構
成
、
捕
獲
実

績
と
も
に
約
半
数
を
占
め
て

い
る
。
今
回
猪
の
幼
獣
の
報

償
費
を
増
額
し
、
捕
獲
が
進

む
環
境
を
整
え
た
ほ
か
、
捕

獲
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
り
申

請
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

就
農
者
の
増
加
に
向
け
た

取
組

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
学
校
徴
収
金
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
・
公
費
の
役
割
分
担
は
、

明
確
に
区
分
さ
れ
る
べ
き
だ

が
、ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
、

学
校
現
場
は
ど
こ
ま
で
把
握

し
て
い
る
か
。

答　
学
校
徴
収
金
は
、
教
育

活
動
に
必
要
な
教
材
費
、
学

用
品
費
、
修
学
旅
行
費
を
学

校
長
の
責
任
の
も
と
徴
収

し
、
管
理
・
運
営
さ
れ
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
と
し
て
会
員
に
よ

り
管
理
さ
れ
る
。
公
費
は
、

市
が
学
校
施
設
の
維
持
管
理

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
等
の

教
育
活
動
に
必
要
な
予
算
を

措
置
し
、
執
行
す
る
。
こ
れ

ら
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
学

校
長
が
帳
簿
等
で
把
握
し
て

い
る
。

問　
全
国
的
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
と
公
費
の
境
界
が
曖
昧
と

な
っ
て
い
る
事
例
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が

学
校
教
育
に
充
当
さ
れ
て
い

な
い
か
、
公
費
と
の
役
割
混

同
に
つ
い
て
実
態
調
査
な
ど

は
し
て
い
る
か
。

答　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
会
員

の
合
意
に
よ
っ
て
自
主
的
に

決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
使
途
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

衆
議
院
議
員
選
挙
結
果
の
本

市
へ
の
影
響

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　
令
和
８
年
１
月
15
日
に

本
市
が
県
内
で
初
め
て
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク
に
認
定
さ

れ
た
。
こ
の
概
要
と
認
定
に

至
っ
た
経
緯
を
問
う
。

　

ま
た
、
施
政
方
針
に
て
観

光
や
資
源
の
取
組
と
し
て
再

エ
ネ
の
活
用
や
省
エ
ネ
設
備

導
入
促
進
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
公
共
交
通
に
よ
る
観
光

推
進
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

は
な
に
か
。

答　
環
境
省
が
登
録
す
る
も

の
で
、
国
立
公
園
内
で
の
電

気
自
動
車
等
や
再
エ
ネ
の
活

用
、
地
産
地
消
等
の
取
組
を

進
め
、
脱
炭
素
を
目
指
し
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
地
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
エ
リ

ア
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
霧
島
連
山
周
遊
バ

ス
お
よ
び
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
活
用
推
進
等
、
公
共
交
通

機
関
に
よ
る
観
光
を
推
奨
し

て
き
た
。こ
れ
ら
の
取
組
や
、

今
後
の
計
画
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、登
録
に
至
っ
た
。

　

本
登
録
を
受
け
、
民
間
事

業
者
等
も
含
め
、
脱
炭
素
に

係
る
国
の
補
助
事
業
の
活
用

を
周
知
し
、
再
エ
ネ
・
省
エ

ネ
の
導
入
に
つ
い
て
も
官
民

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い

き
た
い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

稲
留
　
誠
也 

議
員

い
な 

ど
め

せ
い　

や

町
田
　
和
己 

議
員

ま
ち

だ

か
ず

き

た
ち

わ

だ

こ
う

じ

立
和
田 

広
司 

議
員

久
木
田
　
大
和 

議
員

く

き

た

た
い  

わ

う
え 

や
ま

た
い 

す
け

植
山
　
太
介 

議
員

塩
月 

大
志
郎 

議
員

し
お

つ
き

た
い

し

ろ
う

城山公園の屋外型AED

霧
島
市
観
光
案
内
所
の

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

あ
し 

か
せ


